
 

学校番号 1005 

 

令和 2年度 国語科 

 

教科 国語 科目 現代文Ｂ 単位数 3 単位 年次 2 年次 

使用教科書 「新編現代文 B」 （東京書籍） 

副教材等 「字義で覚える常用漢字」（浜島書店） 

１ 担当者からのメッセージ 

・２年生では、１年生で身につけた基礎的な国語の力をさらに伸ばしていきましょう。 

・様々な文章を「読む能力」を向上させるとともに、コミュニケーションのための「話す・聞く

能力」や意思を伝えるための「書く能力」をしっかりと身に付けてください。 

・積極的に読書することで語彙をさらに増やし、表現を味わいましょう。 

・予習として必ず本文を読んでおきましょう。授業の後には内容を振り返って復習してください。 

・提出物の期限は守りましょう。定期考査は学習計画を立てて臨んでください。 

２ 学習の到達目標 

・近代以降のさまざまな文章を的確に理解し、適切に思いや考えを表現することができる。 

・書き手の意図や人物、情景、心情の描写などを的確に捉え、表現を味わうことができる。 

・人間関係において、互いを尊重し、相互理解を深め、正しく意思を伝え合うことができる。 

・言語感覚を磨き、論理的な思考力、豊かな想像力を場面に応じて活用することができる。 

・自分にはないものの見方などに関心を持ち、読書をするなどして人生を豊かにする態度をもつ。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲 

・態度 

b:話す・聞く能

力 
c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

学習活動を通し

て伝え合う力を

進んで高めると

ともに関心を深

め、国語を尊重

してその向上を

図ろうとする。 

目的や場に応じ

て的確に聞き取

ったり話し合っ

たりして、評価

批評することを

通して、ものの

見方や考え方を

深めている。 

相手や目的、意

図に応じて情報

を収集、分析、

整理して資料や

文章を作成し、

自分の考えをま

とめ、深めてい

る。 

文章を的確に読

み取り、その論

理性を評価した

り表現を味わっ

たりして、自分

の考えを深め発

展させている。 

語句の意味、用

法を的確に理

解し、語彙を豊

かにするとと

もに、表現上の

特色を捉え、自

分の表現や推

敲に役立てて

いる。 

主
た
る
評
価
方
法 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワー

クシート等） 

行動の観察 

（発表等のパフ

ォーマンスの

評価） 

記述の確認及び

分析 

（ワークシー

ト、原稿用紙） 

 

記述の確認及び

分析（ワークシ

ート） 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワー

クシート等） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

１
学
期 

随
想 

広
が
る
風
景 

 

教材： 

「こそそめスーぷ」 

「さくらさくらさくら」 

 ○  ○ ○  

a:筆者の思考方法を学び、自らの

思考や視野を拡大しようとし

ている。 

c:文章の内容から広げた自分の

思考や視野を的確に表現し文

章にまとめている。 

d:文章の流れをつかみ、論理的な

要素について的確に理解して

いる。 

 

行動の観察と記

述の確認・分析 

 

定期考査 

 

小テスト 

評
論 

考
え
る
手
が
か
り 

教材：  

「『ふしぎ』ということ」 

 

○   ○ ○ 

a:筆者の主張や考えを適切に読

み取ろうとしている。 

d: 筆者の主張や考えを適切に読

み取っている。 

e:正しく理解し、使いこなせる言

葉の数を増やしている。 

同上 

小
説
を
読
む 

教材： 

「みどりのゆび」 

「ナイン」 

○   ○ ○ 

a:考えの進め方や、情景や心情の

推移など、文章の筋道を的確に

とらえようとしている。 

d:考えの進め方や、情景や心情の

推移など、文章の筋道を的確に

とらえている。 

e:正しく理解し、使いこなせる言

葉の数を増やしている。 

同上 

２
学
期 

評
論 

教材： 

「生命とは何か」  

「安心について」 
○   ○ ○ 

a:筆者の主張や考えを適切に読

み取ろうとしている。 

d: 筆者の主張や考えを適切に読

み取ろうとしている。 

e:正しく理解し、使いこなせる言

葉の数を増やしている。 

同上 

小
説 

心
の
奥
へ 

教材： 

「旅する本」 

「こころ」 

○  ○ ○ ○ 

a:人物、情景、心情などを、どう

して書き手がこのように描い

ているのかを捉え、象徴、予兆

などに果たしている効果に気

付こうとしている。 

c:作品のテーマを捉え、自身の問

題として考えたことをまとめ

ることができる。 

d:人物、情景、心情などを、どう

して書き手がこのように描い

ているのかを捉え、象徴、予兆

などに果たしている効果に気

付いている。 

e:文章の形態や文体の違いによ

る特色について理解している。 

同上 



新
し
い
発
見 

教材： 

「分からないからおも

しろい」 

○  ○ ○  

a:文章の論理的な構成を捉え、筆

者の主張を理解しようとして

いる。 

c:新しい発見に目をむけ、自分の

考えを再構成して文章にまと

めている。 

d: 文章の論理的な構成を捉え、

筆者の主張を理解している。 

同上 

３
学
期 

詩
を
味
わ
う 

教材： 

「I was born」 

  

○ ○  ○ ○ 

a:人物、情景、心情などを、どの

ように書き手が描いているの

かを捉え、言葉の美しさや深さ

に気付こうとしている。  

b:詩を読んで初読の感想を話し

合う。自分の感じた思いを的確

に相手に伝える。 

d:人物、情景、心情などを、どの

ように書き手が描いているの

かを捉え、言葉の美しさや深さ

に気付いている。 

e:文章の形態や文体の違いによ

る特色について理解している。 

同上 

小
説 

物
語
の
楽
し
み 

教材： 

「山椒魚」 

 

 

○ ○ ○ ○ ○ 

a:小説を読み味わう面白さを体

験し、短編小説を深く読み込も

うとしている。 

b:山椒魚の気持ちの移り変わり

を話し合う。人の意見と自分の

意見を比べる。 

c:作品のテーマを捉え、自身の問

題として考えたことをまとめ

ることができる。 

d: 小説を読み味わう面白さを体

験し、短編小説を深く読み込む

方法を身につけている。 

e:素材となった古典作品と比較

し、文章の形態や文体の違いに

よる特色について理解してい

る。 

同上 

働
く
よ
ろ
こ
び 

教材： 

「楽に働くこと、楽しく

働くこと」 

○   ○ ○ 

a:文章の中から問題点を見つけ、

それについて考えを深めよう

としている。 

d: 文章の中から問題点を見つ

け、それについて考えを深めて

いる。 

e:筆者の体験を追体験すること

で、現代社会について理解をす

すめている。 

同上 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力   c:書く能力 

d:読む能力       e:知識・理解 


